
厚生労働省 市町村セミナー  

「誰もが納得できる介護保険事業を求めて」   

薩摩川内市（鹿児島県）市民福祉部   

高齢・障害福祉課 専門主幹  

柿元 美津江   



平成16年10月12日．川内市・樋脇町・入来町・東郷町・  

祁答院・里村・上甑村・下甑村・鹿島村の1市4町4村が合  

併して薩摩川内五が誕生   

薩摩半島の北西部に位置し，南は県都塵児島市と串木野市．北は  

阿久根市に隣接する本土区域と，上甑島．中甑島．下甑島で構成され  

る甑島区域で構成されています。   

683．43K汀冒（本土564．75／甑島118．68）  
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103．015人  

44．623世帯  

26．1  （平成18年4月1日現在）  
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薩摩川内市 交通アクセス  

■錬幹線つば払（リレーつばめ含む）  
甘事＿川内礪ま 約之鎗爛i分  
川内＿■★■申鍵由1之分  

■JR・忠信おれんじ疑道  
川内職－∧托Il銅2貯捧3ひ分  

1自散華  
1書目内寸一書驚■鑓1 勧TO分  
■書川内専一嘉驚▲市内 れ80分  
■r川内凛一九州■暮1甘削IC 劇的卦  

甘耗抒t鼓  
暮■－■驚暮】1；■ 特曾5野  
毛盲t－t鸞▲且■ 涼7S分  
大■－■罵▲璧簑 汚点5鰍  
■■－■t■t■ れ■○廿  
捧暮－■箕▲史論 拍8（l卦  

薩摩川内  

適正化取組みの背景（旧Jtl内市）  

1保険料の高騰  

1期 2918円   2期 4500円  

2 介護給付真の増加   

平成12年度 約30億円   

平成13年度 約36億円   

平成14年度 約42億円  
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適正化の目的  

高齢者が安心して暮らせる川内市を築く  

ため，介護保険の健全な運営を図る・  

・保険財源のより有効な活用  

・介護サービスの質の向上  

・介護支援専門員の資質の向上  

・介護給付真の請求・支払いの適正化  

・市民のサービス利用に対する資質の向上  
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適正化の取組み内容（旧川内市）  

1市内介護サービス提供事業者連絡会の設立，  
総会及び研修会の実施  

2ケアブランチエツク及びチェックに基づく各サー  

ビス事業者ごとの勉強会実施  

3嘱託介護支援専門員を雇用し，認定調査を市   
で直接実施，定期的な研修実施  

4，認定調査員に対するケアブランチェツクの研修  
及びケアブランチェツク実施  

5 国保連適正化システム活用  
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1市内介護サービス提供事業者連絡会の  

姿≡  
設立，総会及び研修会の実施  

（5）総会・研修会の内容  

・介護保険の現状  

（保険料・認定・給付費等）   

川l内市における介護費用適正化特別  

対策事業概要  

・認定のための調査について   

■ケアブランチェツクについて  

・介護保険制度改正について等  

1市内介護サービス提供事業者連絡会の  
設立，総会及び研修会の実施  

（6）効果  

t サービス事業者に市の介護保険事業の状況に  

ついて理解を得た．   

・適正な介護サービスの運営の重要性について  

理解を得た．   

・ケアプランの立て方と各サービスは，このプラン  

に基づき展開されることの確認ができた．   

・介護保険法改正について，最新情報を常  

に提供できた．  
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2 ケアブランチェツク及びチェックに基づく各  

サービス事業者ごとの勉強会実施  

（1）5利用者分ケアブランチェツク  

・実施時期 平成15年8月  

・対象   全介護支援サービス事業者  

・提出書類 5利用者分の全記録  

（ケアプラン1～8表，契約書．  

重要事項説明書等）  

・チェック者 臨時雇用の介護支援専門員5人  

・チェックシート 先進地シート，独自開発シート  

11  

2 ケアブランチエツク及びチェックに基づく各  

サービス事業者ごとの勉強会実施  

（2）チェック後の事業者との勉強会  

・実施時期 平成15年12月～平成16年5月  

・実施形態 個別指導 居宅介護支援事業所  

22箇所1事業所約1時間  

集団指導 その他の事業者  

事業種別に開催  
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2ケアブランチェツク及びチェックに基づく各  

サービス事業者ごとの勉強会実施  

（3）効果  

・居宅介護支援事業の介護支援専門員の業務の  

状況が把握できた．  
1介護支援専門員に自己評価をしていただき，ど  
のような気持ちで業務しているか把握できた・  

・各サービス事業者の介護報酬に対する認識を強  

化できた  

・各サービス事業者のサービス展開の方法の情報  
交換ができた  
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3 嘱託介護支援専門員を雇用し，認定調査  

を市で直接実施，定期的な研修の実施  

（4）研修・開始前（2・3月）に，研修実施  

（調査の位置づけ，判定基準，演習  

審査会見学．実施研修等）  

・月1回の定期研修（判断二情報提供）  

・日々の判断検討会  

（5）効果・調査の公平・中立性の確保  

・調査員の質の均一化▼  

一調査結果の精度向上 特記事項の記載向上  

・認定申請者数の減少  

・事業所の介護支援専門員の負担軽減  
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4 認定調査員に対するケアブランチェツクの  

研修及びケアブランチェツク実施  

（1）開始時期  平成16年10月  
（2）実施者   全認定調査員（介護支援専門員）  

（3）チェック方法   

・当日調査した者全ケースの概況調査部分をチェック   

シート（市独自のもの）に写し，提供されているサービ  

スが適切か否か判断し，指導を要するケースを捻出す  

（4）指導の方法   

・指導が必要とされたケースについては，保健師が指  

導する  

個別指導：電話，面接集団指導：事業者連絡会  
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適正化対策全体の効果  

（1）第3期保険料を第2期と同額に据置けた（旧川内市）  

（2）介護給付費の伸びが鈍化した  

（3）介護認定者数が減少した  

（4）介護認定率が微減した  

（5）介護認定申請件数が減少した  

（6）サービス利用者数の伸びが鈍化した  

（7）事業者と保険者が直‡童話し合う機会ができた  

（8）事業者に本市の介護保険運営状況と適正化の必要性   
を理解いただき協力が得られた  

制度改正について理解いただき協力が得られた  
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年度別介護給付費（旧川内市）  

垣亘亘垂直転］  
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年度別認定者数・認定率（旧川内市）  

二三き・‡こhl  

旧川内市）  年度別介護認定申請件数（   

b申請件酎  
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薩摩川内市介護認定状況（H18・8）  

介護保険認定状況  

田要支援1  

団要支援2  

□経過的要介護 口要介護1 薗要介護2  

日要介護3  

田要介護4  

□要介護5  

第1号被保険者  

0％  20％ 40％  60％  80％ 100％  
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